
日本共産党名古屋市議団の本会議での発言回数（代表

質問、個人質問、議案外質問、議案質疑、採決にあたっ

ての討論、意見書以外の議案提出にあたっての趣旨説明）

は、４年間で100回。議会ごとに答弁合わせて50分程度の

時間しかない中で、市民の願い実現に奮闘しました。
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市民の声聞き、願い実現に全力
議会の発言回数も請願紹介数もダントツ

議員の本会議発言回数（2011.3.～2015.2の質問や討論、議案提案）

区 名前 会派 回数 区 名前 会派 回数

千
種
区

田辺 雄一 公明 11

港
区

山口きよあき 共産 25

斎藤 まこと 民主 11 うさみ いく愛 分権 15

玉置 真悟 政和 11 佐藤 健一 公明 8

黒川 慶一 生活 3 坂野 公壽 自民 7

伊神 邦彦 自民 1 加藤 一登 民主 1

東
区

近藤 徳久 生活 7

南
区

湯川 栄光 減税 19

中川 貴元 自民 2 橋本 ひろき 民主 7

北
区

岡田ゆき子 共産 22 福田 誠治 公明 7

服部 将也 民主 8 中村 孝道 生活 7

長谷川 由美子 公明 7 横井 利明 自民 5

田山 宏之 減税 3

守
山
区

松井 よしのり 自民 18

園田 晴夫 北会 1 小川 としゆき 民主 14

渡辺 義郎 自民 0 とみぐち 潤之輔 減税 8

西
区

わしの恵子 共産 14 金庭 宜雄 公明 7

沢田 晃一 公明 11 北野 よしはる 自民 7

山田まな 減税 6 松山 とよかず 減税 5

鹿島 としあき 減税 5

緑
区

さはしあこ 共産 17

堀場 章 自民 1 近藤 和博 公明 10

中
村
区

斉藤 たかお 自民 17 余語 さやか 減税 7

冨田 ひでとし 生活 11 岩本 たかひろ 自民 6

うかい 春美 民主 8 中里 高之 自民 4

加藤 修 民政 6 山本 久樹 維新 3

中村 満 公明 5 河合 優 無ク 1

中
区

さいとう 実咲 民和 7

名
東
区

丹羽 ひろし 自民 11

中田 ちづこ 自民 0 小林 祥子 公明 7

昭
和
区

大村 光子 減税 8 日比健太郎 民主 6

中村 孝太郎 民政 6 舟橋猛 民政 5

西川 ひさし 自民 6 浅井 康正 減税 4

おくむら 文洋 民主 2

天
白
区

田口かずと 共産 22

瑞
穂
区

荒川 和夫 生活 7 堀田 太規 ナゴ 5

ふじた 和秀 自民 6 鈴木 孝之 減税 5

金城 ゆたか 減税 6 成田 たかゆき 自民 4

渡辺 房一 民主 1 三輪 芳裕 公明 3

熱
田
区

かたぎり えいこ 市ク 11 計 503

おかどめ 繁広 民主 6 議員一人当りの回数

中
川
区

浅井 正仁 自民 16 全数 回数

林 なおき 中会 9 共産党（5人） 100 20

木下 優 公明 6 自民党（18人） 111 6.2

ばば のりこ 公明 4 公明党（12人） 86 7.2

山嵜 正裕 創名 3 民主党（11人） 64 5.8

久野 浩平 民主 0 減税日本（11人） 76 6.9

岡本 善博 自民 0 諸派（18人） 116 6.4
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主な請願に対する各会派の態度

請願名 結果
主な会派の態度

共産 自民 公明 民主 減税 維新

国民健康保険の改善を求める請願 不採択 ○ ● ● ● ● ●

国民健康保険と高齢者医療の改善を求める請願 不採択 ○ ● ● ● ● ●

介護保険料及び介護保険利用料の減免制度を創
設することを求める請願

不採択 ○ ● ● ● ● ●

緑市民病院のより良い医療を求める請願 不採択 ○ ● ● ● ● ●

守山市民病院の存続と充実を求める請願 不採択 ○ ● ● ● ● ●

子どもたちの豊かな保育所生活と保護者の就労
等を保障する保育施策の拡充を求める請願

不採択 ○ ● ● ● ● ●

子どもたちが健やかに育つために公的保育制度
の堅持を求める請願

不採択 ○ ● ● ● ● ●

名古屋市の公立保育所を廃止及び民営化せず、
乳児定員を拡大することを求める請願

不採択 ○ ● ● ● ● ●

学童保育制度の拡充を求める請願 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○

臨時教員制度を改善し、行き届いた教育を求め
る請願

不採択 ○ ● ● ● ● ●

名古屋市高年大学鯱城学園の存続を求める請願 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○

上飯田連絡線における敬老パス利用範囲の適正
化を求める請願

財勘採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○

名鉄瀬戸線に敬老パスで乗車できるようにする
ことを求める請願

不採択 ○ ● ● ● ● ●

休養温泉ホーム松ケ島を存続し、充実させるこ
とを求める請願

不採択 ○ ● ● ● ● ●

老人クラブの活性化に関する請願 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○

市道弥富相生山線の早期開通を求める請願 採択 ● ○ ○ ○ ● ○

議会報告会の開催を求める請願 採択 ○ ○ ○ ○ ● ○

社会保障・税に関わる番号制度の導入に反対す
る意見書提出を求める請願

不採択 ○ ● ● ● ● ●

消費税の増税中止を求める意見書提出に関する
請願

不採択 ○ ● ● ● ● ●

日本軍慰安婦問題について日本政府に誠実な対
応を求める意見書提出に関する請願

不採択 ○ ● ● ● ● ●

関西電力大飯原子力発電所の３号機・４号機の
運転停止を求める意見書提出に関する請願

不採択 ○ ● ● ● ○ ●

集団的自衛権の憲法解釈による行使容認につい
て反対する意見書提出に関する請願

不採択 ○ ● ● ○ ○ ●

日本共産党が市民と力を合わせて議会改革をすすめました
●政務調査費月額55万円を50万円に減額（2009年度分から）

●本会議・委員会出席の1日1万円の費用弁償廃止（2010年4月）

●市議報酬の半減（２０１０年11月に月額99万円を79万円に、201１年３月から年額８００万円

に半減）

●政務調査費領収書の1円からの公開（2010年度分から）

●市民に開かれた市会をつくる議会基本条例を制定（2010年4月）

●議員の編集委員による「市会だより」の発行（2010年6月から）

●委員会のネット中継、議事録公開（201１年３月から）

●議長選挙で所信表明演説（201１年３月から）

●議員同士の討論が自由に（201１年３月から）

●請願の意見陳述が希望どおりに（201１年３月から）

●委員会資料を傍聴者が持ち帰り自由に（201１年３月から）

●議員全員の賛否を議会だよりに公表（2010年6月から会派ごと、2011年6月から議員ごとに）

●委員会の傍聴席定数を7人から10人に（2012年5月から）
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◆名古屋市議の海外視察（2011年～2014年）

区 議員 会派 区分 区 議員 会派 区分

千種

伊神 邦彦 自民 Ｃ

港

佐藤健一 公明 Ｃ

斎藤 まこと 民主 Ｄ 加藤 一登 民主 Ｃ

玉置 真悟 政和 Ｄ うさみいく愛 分権 Ｄ

東 中川 貴元 自民 Ｄ 坂野 公壽 自民 Ａ

北
渡辺 義郎 自民 Ｂ

南
横井 利明 自民 Ｂ

服部 将也 民主 Ａ 橋本 ひろき 民主 Ｃ

西
堀場 章 自民 Ａ

守山

小川 としゆき 民主 Ｃ

沢田 晃一 公明 Ｃ 金庭宜雄 公明 Ｃ

中村

中村 満 公明 Ｃ 松井よしのり 自民 Ｃ

うかい 春美 民主 Ｂ 北野よしはる 自民 Ｄ

加藤 修 民政 Ｂ

緑

近藤和博 公明 Ｃ

斉藤 たかお 自民 Ｄ 中里 高之 自民 Ｂ

中
中田 ちづこ 自民 Ｂ 岩本 たかひろ 自民 Ａ

さいとう 実咲 民和 Ｄ 山本 久樹 維新 Ｃ

昭和

おくむら 文洋 民主 Ｄ

名東

日比健太郎 民主 Ａ

中村 孝太郎 民政 Ｄ 舟橋猛 民政 Ｂ

西川 ひさし 自民 Ａ 丹羽 ひろし 自民 Ｃ

瑞穂
ふじた 和秀 自民 Ａ

天白
三輪 芳裕 公明 Ｃ

渡辺 房一 民主 Ｂ 成田 たかゆき 自民 Ａ

熱田
かたぎり えいこ 市ク Ｄ Ａ＝2011年10月（北米。1136万円）

Ｂ＝2013年2月（アジア。1140万円）
Ｃ＝2013年8月（欧州。1452万円）
Ｄ＝2014年7月（欧州。1313万円）
・自民18人、民主11人、公明6人、

民政3人、維新1人、市ク1人、改
革1人、政和1人、創名1人、民和
1人（他に市長選で辞職の自民1
人）計：45人。5042万円

おかどめ 繁広 民主 Ｂ

中川

山嵜 正裕 創名 Ｂ

久野 浩平 民主 Ｂ

岡本 善博 自民 Ａ

浅井 正仁 自民 Ｃ

主な意見書に対する態度（議会運営委員会での態度）

意見書名 結果
各会派の態度(○賛成 ●反対 △保留)

共 自 公 民 減

消費税の増税反対に関する意見書（案） 否決 ○ ● △ ● ○

関西電力大飯発電所の再稼働をしないことを求める意見書（案） 否決 ○ ● ● ● △

東京電力福島第一原子力発電所の事故対策に政府が全責任を負うことを求める意見書（案） 否決 ○ ● ● ● ●

社会保障制度改革の見直しに関する意見書（案） 否決 ○ ● ● △ ●

特定秘密保護法の撤廃に関する意見書（案） 否決 ○ ● ● ● △

解釈改憲による集団的自衛権の行使容認に反対する意見書（案） 否決 ○ ● △ △ △

消費税の増税に関する意見書（案） 否決 ○ ● ● ● ○

消費税率10％への再増税に関する意見書（案） 否決 ○ ● ● ● ○

愛知県における看護職員の増員の実現を求める意見書（案） 否決 ○ ● ● ● ●

意見書
21件可決

・4年間で200の意見書案と

決議案が出され、このう

ち日本共産党が53件を提

出。21件が可決になりま

した。

・共産党の提案した意見書

案のうち、名古屋港高潮

防波堤の耐震補強に関す

る意見書（2011年6月）愛知県の福祉医療制度の

存続・拡充に関する意見書（2011年11月）MV－22

オスプレイの配備及び飛行訓練に関する意見書(2

012年9月)ブラック企業への厳正な対処を求める

意見書（2013年9月）過労死防止基本法の制定に

関する意見書（2013年11月）などが可決されまし

た。

海外視察に行った
名古屋市議
(2011～2014)

会派 人数

自民党 １９人

民主党 １１人

公明党 ６人

減税日本(元) ８人

維新 １人

まだ海外視察
４年に一度の慣例的な海外視察に行った議員が45

人。総額５千万円以上でした。

東日本大震災直後の2011年10月にも自民と民主の

９議員が北米視察に。
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